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千
里
山
会
・
あ
っ
と
い
う
間
の
四
半
世
紀

十
八
回
生

片
山

章

一
.
は
じ
め
に

千
里
山
会
は
、
あ
っ
と
い
う
聞
に
二
十
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

千
里
山
墓
尽
岡
市
市
山
会
と
称
し
て
い
た
期
間
を
考
え
る
と
、
ほ
ぼ
四

半
世
紀
が
走
馬
灯
の
よ
う
に
、
過
去
り
ま
し
た
。

こ
の
千
里
山
会
、
考
え
て
み
る
と
稀
有
の
集
品
だ
な
と
思
い

ま
す
。
世
の
中
に
よ
く
あ
る
同
様
ω
会
で
も
無
く
、
同
期
会
で
も
無

く
、
趣
味

・
ス
ポ
ー
ツ
を
共
有
す
る
同
好
会
で
も
無
く
、
た
だ
た

だ
大
阪
郊
外
の
限
定
さ
れ
た
一
地
区
の
風
景

・
雰
囲
気
を
共
有
す

る
人
々
が
、
故
郷
と
呼
ぶ
新
興
住
宅
地
か
ら
、
五

0
0キ
ロ
離
れ

た
東
京
で
、
三
世
代
が
談
笑
す
る
と
い
う
珍
し
い
グ
ル
ー
プ
だ
と

思
い
ま
す
。

ま
た
、
構
成
人
員
の
平
均
年
齢
も
高
く
、
そ
れ
で
も
毎
年
数
十

人
か
ら
百
名
の
方
が
隼
P
と
い
う
の
ホ
鴬
き
で
す
。

更
に
、
最
重
要
の
点
は
、
こ
の
小
グ
ル
ー
プ
で
あ
り
な
が
ら
、

毎
年
百
数
十
頁
の
会
誌
が
発
行
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
、
永
続
性
、

求
心
力
の
原
点
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

毎
年
発
行
さ
れ
る
会
諸
に
よ
り
懐
か
し
い
雰
囲
気
を
再
確
認
し
、

知
ら
な
か
っ
た
事
実
に
驚
き
、
変
わ
り
つ
つ
あ
る
故
郷
へ
の
思
い

出
の
灯
を
点
燈
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

私
は
、
偶
然
に
主
尋
、
三
十
年
勤
め
て
い
た
会
社
を
退
社
し
、

新
天
地
で
再
出
発
し
た
時
に
、
軌
を

一
に
し
て
発
足
し
お
手
伝
い

を
し
ま
し
た
。

第
一
回
千
二
同
窓
会
(
池
袋
小
劇
場
二
つ
の
部
屋
)
で
の

会
計
、
第
一
面
(
銀
座
京
樽
で
の
会
計
・会
場
設
賞
そ
の
後
、

本
格
的
名
簿
作
成
の
整
理
)
な
ど
の
下
働
き
を
、
柿
崎
さ
ん
(
十

四
回
生

・
事
務
局
長
)
の
指
導
で
担
当
し
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま

す
。
余
談
で
す
が
、
当
時
柿
崎
さ
ん
と
は
、
勤
務
場
所
の
ビ
ル

が
隣
り
合
わ
せ
で
、
緊
密
な
連
籍
が
可
能
で
あ
る
こ
と
が
幸
い
し

ま
し
た
。

そ
う
し
た
経
過
が
あ
り
、
立
ち
上
げ
期
に
下
働
き
し
見
聞
し
た

事
実
、
人
物
の
ア
レ
コ
レ
を
現
世
話
人
代
表
と
し
て
書
き
残
す
こ

と
も
意
味
が
あ
る
と
考
え
記
述
を
思
い
立
ち
ま
し
た
。
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二
.
会
の
設
立
の
源
泉
(
思
い
)

「
故
郷
は
遠
き
に
あ
り
て
相
一
?
?
も
の
」
「
思
い
出
は
年
古
り
て
こ

そ
懐
か
し
き
」

創
刊
号
の
巻
頭
量
一
回
に
智
島
泰
蔵
さ
ん
(
九
回
生

・
初
代
世
話
人

代
表
)
が
-
記
述
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
二
文
言
に
尽
き
る
の
で

す
が
、
ム
寸
孟
梧
用
し
て
設
立
当
初
の
思
い
出
を
新
た
に
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

ョ
丘
の
上
に
は
松
林
が
茂
り
、
所
々
に
果
樹
菌
、
が
開
き
、
そ
の
先

に
は
竹
林
が
雑
草
と
共
に
生
い
茂
っ
て
い
ま
し
た
。
春
先
の
梅
林

に
漂
っ
て
い
た
芳
し
い
梅
の
香
り
、爽
や
か
な
小
鳥
の
さ
え
ず
り
、

炎
天
下
の
ヤ
ン
マ
の
群
、
汗
ば
む
蝉
の
喧
騒

・
-
秋
風
と
共
に
す

だ
く
虫
の
声
、
野
に
広
が
る
ス
ス
キ
の
隠
並
み
、

・
-
(
中
略
)

・
・
今
に
心
に
残
る
数
々
の
記
憶

・

こ
の
文
章
を
私
は
、
長
い
海
外
で
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
い
つ
も

携
行
し
、
現
地
の
風
景
に
か
ぶ
せ
、
再
見
を
想
っ
て
苦
し
い
時
の

支
え
に
し
て
き
ま
し
た
。

先
担
伝
来
の
故
郷
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
我
々
世
代
に
は
故
郷

そ
の
も
の
で
し
た
。

そ
の
個
人
個
人
が
秘
か
に
思
い
を
温
め
て
い
た
時
に
、
後
述
す

る
よ
う
な
キ
ツ
カ
ケ
と
先
輩
の
方
々
の
努
力
で
、

一
刻
で
崩
れ
る

砂
上
の
楼
閣
で
な
く
、
四
半
世
紀
に
つ
な
が
る
ユ
ニ
ー
ク
な
会
合

こ
れ
は
、
代
々
の
父
母
に
感
謝
の
二
=一口です
。

三
.
創
設
期
に
活
躍
さ
れ
た
人
々

こ
の
ユ
ニ
ー
ク
な
会
合
も
、
マ
ッ
チ
を
点
火
し
、
そ
れ
を
焚
火

状
態
に
し
て
、
か
つ
火
を
持
嫁
す
る
薪
を
供
給
す
る
人
が
必
要
で

す
。ま

た
、
会
を
永
続
的
に
続
け
る
に
は
、
正
確
な
名
簿
の
作
成
と
、

興
味
あ
る
話
題
を
提
供
す
る
冊
子
(
会
誌
)
が
必
須
で
、
こ
の
二

つ
の
態
勢
が
整
備
さ
れ
て
い
な
い
と
、
す
ぐ
自
然
消
滅
し
ま
す
。

そ
の
点
、
千
里
山
会
は
人
材
に
恵
ま
れ
て
お
り
、
火
付
け
役
は
、

一
九
九

0
年
代
初
頭
、
テ
レ
ビ
映
画

・
演
劇
で
活
躍
さ
れ
て
い
た

福
山
博
寿
さ
ん
(
十
二
回
生
知
ら
れ
て
い
る
の
は
、
網
走
番
外

地
、
水
戸
黄
門
、
ア
マ
デ
ウ
ス
な
ど
で
活
躍
さ
れ
ま
し
た
が
、
一

九
九
六
年
に
各
道
さ
れ
ま
し
た
)
。

そ
れ
を
受
け
止
め
、
そ
の
教
信
と
行
動
力
で
日
夜
努
力
さ
れ
た

柿
崎
墨
音
さ
ん
の
努
力
が
千
里
山
会
の
基
礎
を
固
め
ま
し
た
。

柿
崎
さ
ん
は
、
事
務
局
と
会
誌
の
編
集
を
共
に
受
け
持
た
れ
、

千
里
山
フ
ァ
ー
ス
ト
の
執
念
と
執
情
に
は
、
名
簿
作
成
の
お
手
伝

い
だ
け
を
担
当
し
た
小
生
か
ら
見
る
と
、
頭
の
下
が
る
思
い
で
し

た
。

が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
発
展
ぶ
り
は
驚
く
べ
き
も
の
で
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第
6
回
で
百
十
九
名
の
参
加
者
を
数
え
た
時
は
、
会
員
の
参
加

率
は
楽
に
五
十
%
を
超
え
ま
し
た
、

正
に
、
千
里
山
の
魅
力
が
出

gcん
の
胸
に
灯
と
な
っ
て
点
燈
し

集
わ
れ
た
も
の
と
思
い
ま
す
。

い
ま

一
点
、
こ
の
集
い
に
は
老
若
男
女
、
通
常
は
お
付
き
合
い

が
無
く
て
も
、
千
里
山
は
兄
弟
姉
妹
を
通
じ
て
、
各
家
の
情
報
が

共
有
さ
れ
て
お
り
瞬
時
に
話
題
が
事
き
出
て
時
聞
を
忘
れ
た
会
合

に
な
り
ま
し
た
。

次
に
同
時
期
、
千
二
小
学
校
を
母
校
と
し
、
数
々
の
分
野
で
活

躍
さ
れ
た
方
々
を
紹
介
さ
せ
て
下
さ
い
。

昭
和
三
十
年
代
、
遡
刊
朝
日
の
人
気
連
載
だ
っ
た
新
日
本
拝
見

の
、
昭
和
三
十
二
年

一
月
二
十
七
日
に

「千
里
山
」
が
掲
載
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
記
事
に
は
、
千
里
山
の
紹
介
に
ョ
全
体
と
し
て
知

識
水
準
が
高
く
、
整
夜
に
比
し
て
収
入
が
低
す
ぎ
る
と
考
え
て
い

た
人
々
即
ち
イ
ン
テ
リ
庶
民
層
を
中
心
に
構
成
さ
れ
、

μ
主
昼
の

成
績
よ
く
、
上
級
の
一
流
校
へ
の
進
学
も
多
い
ョ
と
記
さ
れ
て
い
ま

す
。そ

れ
を
証
明
す
る
か
の
よ
う
に
、
昭
和
十
年
か
ら
二
十
年
に
か

け
て
左
記
の
よ
う
な
人
材
を
輩
出
し
た
の
で
列
記
し
ま
す
。
(但し、

こ
の
他
に
も
多
薮
の
方
々
が
お
ら
れ
ま
す
が
、
私
個
人
の
交
際
範

囲
と
い
う
こ
と
で
お
許
し
下
さ
い
)
。

学
会
敬
称
略

1
.
飯
島
泰
蔵
(
九
回
生
、

当
会
、
初
代
代
表
)

工
場
自
動
化
に
貢
献
。
東
工
大
教
号

パ
タ
ー
ン
認
識
研
究

の
第

一
人
者

2

黒
川
高
秀

(二
十

一
回

生

当
会
代
表
)

東
大
教
授
医
学
部
長
(
一
整
形
外
科
)
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経
済
界

3
.
藤
田
田
(
九
回
生
)

日
本
マ
グ
ド
ナ
ル
ド
創
始
者

4
.
美
川
英
二

(
十
七
回
生
)

横
河
電
機
附
社
長

社
長

音
楽
界

5
.
保
富
康
午
(
十
五
回
生
)

N
H
K
で
活
躍
、
大
き
な
古
時
計
作
詩

文
学
界

6
.
筒
井
康
隆
(
十
八
回
生
)

S
F
小
説
三
羽
烏
の
一
人

演
劇
界

7
.
福
山
博
寿
(
十
二
回
生
)

当
会
の
仕
掛
け
人

ス
ポ
ー
ツ
界

8.

三
笠
洋

一
(十
四
回
生
)

東
大
投
手
(
六
大
学
で
活
即
時
新
日
鉄
釜
石
ラ
グ
ビ
ー
全
盛

し
た
。

と
こ
ろ
が
、
皆
さ
ん
人
伝
て
に
、
第

一
回
の
会
合
が
伝
わ
っ
て

い
た
ら
し
く
、
前
述
し
ま
し
た
地
縁
と
、
兄
弟
姉
妹
の
網
が
情
報

網
と
な
り
、
開
催
日
迄
参
加
希
望
著
が
届
き
、
七
十
玉
名
と
な
り

ま
し
た
。

会
場
は
、
地
下
の
大
広
間
に
六
十
名
を
無
理
矢
理
着
席
し
て
頂

き
、
十
八
回
生
以
降
は
、

一
階
に
二
十
名
の
中
部
屋
を
設
け
て
な

ん
と
か
間
に
合
わ
せ
ま
し
た
。
総
会
は
、
立
錐
の
余
地
も
な
い
畳

敷
き
の
和
室
で
、
無
事
終
了
し
ま
し
た
が
、
和
室
に
鳴
り
響
い
た

井
上
敬
三
さ
ん
(
六
回
生
)
の
サ
ッ
ク
ス
の
奏
が
圧
巻
で
し
た
。

私
は
自
社
で
の
開
催
で
最
後
ま
で
人
員
が
増
え
続
け
た
為
、
終
了

後
に
サ
ー
ビ
ス
の
庖
長
と
総
料
理
長
か
ら
、
懐
石
料
理
の
品
格
と

サ
ー
ビ
ス
を
経
く
考
え
て
い
る
と
、
散
々
苦
言
を
聞
い
た
の
も
今

と
な
っ
て
は
懐
か
し
い
、
想
い
出
で
す
。

時
間
も
超
過
し
、
年
代
を
超
え
て
女
流
し
て
い
た
あ
の
ふ
つ
ふ

つ
と
沸
主
立
つ
会
合
の
雰
囲
気
が
、
そ
れ
か
ら
続
い
た
千
里
山
会

隆
盛
の
基
盤
に
な
っ
た
な
と
考
え
て
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
、が
現
在
は
、
事
務
局
を
奥
田
陽

一
さ
ん
(
二

十
四
回
生
)
、
会
誌
を
萩
犀
庖
大
さ
ん
(
二
十
七
回
生
)
が
努
力
さ

れ
運
営
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
将
来
の
会
蓮
昌
に
つ
い
て
、
会
員

時
代
の
部
長

9
.

南
部
敦
子
(
十
八
回
生
)

ア
ジ
ア
陸
上
界
の
ヒ
ロ
イ
ン

四
第
一
面
千
二
東
京
同
窓
会

第

一
回
の
会
合
が
一
九
九
四
年
、
和
や
か
な
な
か
に
、
ま
た
の

再
会
を
約
し
て
終
わ
り
、
一
九
九
五
年
、
時
々
柿
崎
さ
ん
と
の
お

話
の
中
で
第
二
回
を
ど
う
す
る
か
の
話
を
交
し
て
い
ま
し
た
。

そ
の
・
?
ち
、
柿
崎
さ
ん
が
、
同
期
生
の
京
樽
会
長
オ
ー
ナ
ー
の

田
中
博
さ
ん
(
十
四
回
生
)
と
話
を
し
、
古
得
の
フ
ラ
ッ
グ
庖
で

あ
る
懐
石
京
樽
を
会
場
と
し
て
提
供
す
る
こ
と
に
な
り
、
当
時
、

社
長
を
し
て
い
た
小
生
も
、
会
計
と
会
場
設
営
を
担
当
し
ま
し
た

が
、
想
定
外
の
参
加
人
員
の
増
加
に
ド
タ
パ
タ
し
ま
し
た
。

詳
細
は
、
会
誌
「
千
里
山
」
の
二
号
に
柿
崎
さ
ん
が
記
述
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
大
広
間
と
は
言
え
懐
石
料
理
の
提
供
場
所
な
の
で

通
常
は
二
十
名
が
雰
囲
気
を
楽
し
み
な
が
ら
会
食
が
最
適
の
場
所

で
し
た
。
そ
れ
を
知
り
な
が
ら
第

一
回
が
三
十
三
名
の
参
加
で
し

た
か
ら
五
十
会
小
ま
で
着
席
出
来
る
の
で
大
丈
夫
と
安
心
し
て
い
ま

し
た
。

開
催
日
も
十

一
月
十
八
日
と
決
定
し
、
名
簿
の
六
+
ム
若
の
方

に
案
内
状
を
出
し
ま
し
た
が
、
内
心
は
闘
士
旦
周
を
心
配
し
て
い
ま

の
高
齢
化
に
伴
い
数
々
の
課
題
が
表
面
化
し
て
き
ま
し
た
。

こ
の
ユ
ニ
ー
ク
で
貴
重
否
千
里
山
会
を
持
続
し
た
い
と
熱
望
す

る
一
人
と
し
て
皆
様
と
共
に
智
恵
を
絞
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
千
里
山
会
草
創
期
の
逸
話
で
書
き
残
し
た
こ
と
は
多

く
あ
り
ま
す
が
、
最
後
ま
で
舌
足
ら
ず
の
文
章
を
お
読
み
頂
き
感

謝
し
ま
す
。


